
大会ルール 

予選、準決勝について 

① 各クラス 60 分（混雑緩和の為 U-10・Women’sDIVISION3・U-12・Women’sDIVISI

ON2 クラスは予選 80分と時間を延長しております。）のセッション方式。 

ボルダリングエリアを 8 エリアに仕切っています（黒テープにて表示します）ので 

お好みのエリアに並んでトライします。 

（エリアの仕切り（黒）とバウンダリーテープ（シルバー）は別。） 

  

② 課題にはスタートの番号が記されて、色分けされたテープがついています。 

各カテゴリーは指定された以下の番号の課題を登ります。 

予選 各クラス 8課題 

 ◆U-8 本戦予選なし 

 ◆U-10・Women’sDIVISION3 【1～8番】 

 ◆U-12・Women’sDIVISION2・DIVISION4 【5～12 番】 

 ◆Women’sDIVISION1 本戦予選なし 

 ◆DIVISION3 【9～16 番】 

 ◆DIVISION2 【13～20 番】 

 ◆DIVISION1 【17～24 番】 

 

準決勝 各クラス 8課題 

 ◆U-8 【1～8番】 

 ◆U-10・Women’sDIVISION3 【1～4・13～16 番】 

 ◆U-12・Women’sDIVISION2・DIVISION4 【9～16 番】 

 ◆Women’sDIVISION1 【1～4・13～16 番】 

 ◆DIVISION3・Women’sDIVISION1 【9～12・21～24 番】 

 ◆DIVISION2 【17～24 番】 

 ◆DIVISION1 【17～20・25～28 番】 

 

 

 

 

 



③ スタートの条件は基本的に両手で両足が地面から離れて静止した状態でスタート。 

  その他、条件付きの課題があった場合はスタート位置に表示してあります。 

 

④ 完登は両手保持（ジャッジスタッフの完登コールを確認して降りてください。） 

 K点はK点ホールドを保持した時のみです（タッチ、振られ落ちの場合は認められま

せん。）準決勝ではＫ点①とＫ点②があり、Ｋ点①を使わずにＫ点②を保持した場合

はＫ点①も取ったこととなります。完登した場合は、Ｋ点①とＫ点②を取ったことになり

ます。 

 

⑤ジャッジシートは大会当日、受付にて参加者へお渡しします。 

 課題の結果記入は各エリアのジャッジスタッフが記入します。 

 トライする際はジャッジスタッフへシートを渡し、トライする課題番号を必ず申し伝え下さ 

い。 

ジャッジに間違いがある場合はトライ直後にジャッジスタッフへ申告してください。 

 時間が経ってからの申告は無効となります。 

 トライ中に終了時間になった場合の課題トライは有効です。 

 ※競技終了後はジャッジシートを近くにいるジャッジスタッフに必ずお渡しください。 

 

⑥ 順位は完登数の多い順で決定します。 

  完登数が同じ場合、K点②の数で順位を付け、さらに同着の場合は 

K 点①の数で順位を付けます。 

 

⑦ エリア間の境界テープ【黒】を越えて足が出たり、スメアリングすることは認められます

が、課題に関わるバウンダリーテープ【シルバー】を越えた場合は,そのトライは中断頂

き、その時点での高度となります。 

エリア内の壁の形状（ハリボテ、カンテ、コーナーなど）を使うことは認められます 

 

⑧予選通過人数は上位順で以下になります。 

U-8 （準決勝から） 、U-10（13 位まで）、U-12（16 位まで） 

Women’sDivision3（13 位まで）、Women’sDivision2（13 位まで） 

Women’sDivision1（準決勝から）、Division4（15 位まで） 

Division3（15 位まで）、Division2（16 位まで）、Division1（16 位まで） 

 

 

 



決勝について     

 

１、 決勝ラウンドは全カテゴリーサドンデス方式。 

Women’sDivision1・Division1 以外は決勝 1本勝負となります。 

決勝定員は準決勝結果の上位順で, 

U-8 （3 位まで） 、U-10（3 位まで）、U-12（3 位まで） 

Women’sDivision3（3 位まで）、Women’sDivision2（3 位まで） 

Women’sDivision1（6 位まで）、Division4（3 位まで） 

Division3（3 位まで）、Division2（3 位まで）、Division1（6 位まで） 

を予定。 

 

２、サドンデス方式とは（例）1 ラウンド 6 名→２ラウンド 4 名→３ラウンド 2 名→優勝 

  このようにラウンドが進むにつれて人数が減っていき（課題の到達高度順で切り捨て） 

  最終的には２人でタイマン勝負となって優勝を決めます。 

 

３、決勝のオブザベーションタイムは 1分間（各課題ごとに全員で） 

  トライ時間は２分（課題により多少変更あり）。時間内の最終トライは認められます。  

 

4、トライ時間内なら何度でも挑戦可能・到達高度で順位を決め、 

上位者が次ラウンド進出。 

（Women’sDivision1・Division1 以外は 1課題勝負なので、上位者が優勝です。） 

 

５、同着の場合全クラス対象で決勝ラウンドは準決勝の結果をもとに 

カウントバックされます。ただし、完登の場合のみカウントバックに関係なく次のラウンド 

に進出できます。（スーパーファイナルを除く） 

 

6、全クラス準決勝終了後、決勝進出者を発表致します。 

名前を呼ばれた方はすみやかに指定したアイソレーションルームに移動して頂きます。

アイソレーションクローズの時間は決勝進出者発表の際に告知致します。クローズの

時間になって、現れない選手は失格となる可能性があります。 

 


